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Abstract

　　Radio1arian　fossi1s　from　the　Upper　Cretaceous　Izumi　Group　in　the　Shiogamori　area，east　of　Mat－

suyama　City，Ehime　Prefecture　have　been　investigated．Radio1arian　fossi1s　were　obtained　from　mudstone

at　some　horizons　in　a1temating　beds　of　sandstone　and　mudstone．

　　The　radio1arian　assemb1ages　in　the　studied　area　are　characterized　by　the　abundant　occurrences　o｛

〃め。m伽α治。∫Jome，and　are　comparab1e　with　the　radio1arian　assemb1age　of　the〃吻。m伽α尾。∫Jome　As－

semblage　Zone（Yamasaki，1987）．And，the　occurrence　oiλm助伽m肋κaff．em∬砺至andλ．aff、妙肋㈱

may　suggest　that　the　strara　in・the　area　are　corre1ated　with　the　upper　par辻。f　the〃吻。m伽α肋∫王mm

Assemb1age　Zone．

Key　words：Upper　Cretaceous，〃吻。m伽α尾。∫2o〃m　Assemb1age　Zone，radio1aria．

キーワード：上部白亜系，刀め。m伽尾。∫Jome群集帯，放散虫一

I．はじめに
　松山市周辺の和泉層群は，道後平野を挟んで，北側と

南側の山地・丘陵部に広く分布している．松山市周辺部
　　　　　　　　　　　　　　　　　I）
の和泉層群については，高橋（1986）により詳しい報

告がなされているが，道後平野の北方地域に分布する和

泉層群と南方地域に分布する和泉層群の層序関係につい

ては，化石を用いた検討を行う必要がある、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2〕　四国の和泉層群の生層序については，山崎（1987）

が主として放散虫化石を用いて論じ，大型化石との対比
　　　　　　　　　　　　　　　2〕についても報告した．山崎（1987）は，松山市周辺の

和泉層群について，道後平野北方の，温泉郡重信町神子

野と同町除北部で放散虫化石群集を報告しており，D加

妙m〃m尾。∫王。meの多産で特徴づけられる，DK群集帯

に属するものであるとした．その他，松山市周辺の和泉
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　　　　　　　　　　図1　位　　置　　図

太枠内は調査地域（国土地理院発行の20万分の1地勢図r松山」を使用）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）層群の放散虫化石の報告としては，岡村はか（1984），
　　　　　　　　　　　　4〕　　　　　　　　　　　　　　5〕
Kashima　eゴ〃．（1988），山崎・辻井（1994a，
　　　6）
1994b）があるが，これらは道後平野北方地域からの

報告であり，道後平野南方地域からの放散虫化石につい
　　　　　　　　　　7〕ては，高橋ほか（1990）が報告しているだけである一

　筆者らは，愛媛県松山市の南東約20kmに位置する，

温泉郡川内町塩ヶ森周辺地域の和泉層群を調査し，放散

虫化石の検出に努めた（図1）．その結果，保存の良好

な放散虫化石を多数検出したので報告する．

皿．地　　　質

　塩ヶ森周辺の和泉層群の地質および地質構造について
　　　　　　　　　8〕　　　　　　　　　　　　　9）
は，山崎ほか（1992），高橋・山崎（1992）で報告し

ているが，塩ヶ森山頂部のすぐ北側を通る，東西性の軸

を持つ，北フェルゲンツの過摺曲構造が確認される．

　調査地域に分布している和泉層群は主として砂岩と泥

岩の互層よりなり，lO　mを越す厚さの凝灰岩層が数層

準で認められる．砂岩は層厚10数。mから数十。mの

ものが多く，厚いものでは2mを越える場合もある．

構成粒子は一般に中粒砂であり，級化構造は不明瞭た場

合が多い．砂岩層の下部には荷重痕などの底痕が発達す

ることがあり，上下判定に有用であった．泥岩の多くは

細粒で黒色を呈する、

　砂岩泥岩互層の岩相区分としては，砂岩比（砂岩の全

層厚に占める割合）を用い，砂岩比60％以上を砂岩がち

砂岩泥岩互層，40～60％を等量砂岩泥岩互層，40％以下

を泥岩がち砂岩泥岩互層とした．調査地域東部（上位層）

で見られる岩相は，主として泥岩がち～等量砂岩泥岩互

層であり，地域の西部（下位層）には主として砂岩がち

砂岩泥岩互層が分布している、なお，塩ヶ森の山頂付近

には安山岩の岩体および第三系久万層群の礫層が分布し

ている．安山岩体に近い，塩ヶ森北西部地域の和泉層群

の泥岩は，塊状で非常に硬くなっている．これは貫入時

の熱の影響ではないかと推測される一

皿．放散虫化石群集

　松山市周辺地域の和泉層群からの放散虫化石について
　　　　　　　2）は，山崎（1987）が重信町神子野と同町除北部より，
　　　　　　　7〕高橋ほか（1990）が伊予市および伊予郡双海町より，
　　　　　　　　　　　　5）　　　　　6）
そして山崎・辻井（1994a，1994b）が松山市北東

部から周桑郡丹原町にかけての地域より報告している．

これらで報告した放散虫化石群集の特徴としては，多く

の試料で〃卿。m伽α冶。∫Jomeが多産すること，λ刎一

〃伽m伽eme∫∫砺をおよびλmク物ツm6伽柳0’m∫が含ま

れないこと，そしていくつかの試料にはルサ。∫〃。脇m

mmαが含まれることが挙げられる．このような特徴か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2〕ら，これらの放散虫化石群集は，山崎（1987）が提唱

したDK群集帯の化石群集に対応するものであり，後

期白亜紀のカンパニアソ中期の年代の群集であることが

推測された．

　今回，道後平野の南方に位置する塩ヶ森周辺地域にお

いて74地点より泥岩を採取し，フッ化水素酸処理を行っ

た、その結果6地点（図2）より種数・個体数に富む良

好な放散虫化石を得ることができた、それぞれの地点か
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　　　　　　図2　放散虫化石産出地点

（国土地理院発行の2万5千分の1地形図「伊予川内」を使用）

ら得られた放散虫化石を表1に示す．

　λm〃伽〃伽，ルC伽e0〃伽m〃α，ル物e08力0m0一

力m舳m，”吻0m伽α，Sオ肋。m伽αの各層が多数含まれ

ており，”吻。m伽α尾。∫王。〃mがほとんどの試料から検

出された、特に地点3，5，6についてはn肋∫エmm

が数個体～10個体以上得られた1一方，DK群集帯には

含まれず，その上位層準の放散虫群集帯であるAT群

集帯から多産するλm助伽〃倣em∫∫蜥歪とλ．舳サm∫

は，今回調べた試料からは検出されたかった．共産する

種の特徴も含め，こうした群集組成から，本調査地域か

ら得られた放散虫化石群集はDK群集帯に対応される

ものと推測される．

　ただし，地点5よりλmμ伽〃伽aff．奴。枷が，

そして地点6よりλm助伽〃伽aff．em∬蜥葦が得られ
　　　　　　　　　10）　　　　11）
た．Foreman（1966　．1978）が記載したλ．ene∫一

8e〃およびλ．妙〃m∫には，Post－abdomina1seg－

mentsに数個の小さたporeを取り囲むdiagonal　ridge

が発達している．それに対し，diagona1ridgeの徴候は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）認められるものの未発達であるものを山崎（1987）で

はそれぞれ，λ．affl　me∫∫％’およびλ．aff．妙肋m∫と

して区別した．ここではその定義にしたがって命名を行

った1

　　　　　　2）　山崎（1987）　ではλ．aff．me5∫蜥毒およびλ．aff．

桝。舳がDK群集帯からも得られることを報告した．

ただし今回地点5および地点6で得られた放散虫化石

λ．aff．妙王。切∫とノ1．aff．eme5∫砺喜珪まdiagOna1ridge

がかたり明瞭である、λ．aff．む肋m∫について言えば，

diagona1ridgeがかなり明瞭であるという点で，愛媛県

宇摩郡土居町荷内東方（DK群集帯の最上部層準に位置

すると推測される）から得られた個体と類似している．

　λmμ伽〃倣aff－me∬砺喜およびλ一aff．桝0オm∫の

形態，特にdiagona1ridgeの発達についての時間的変

化は検討されていないので，調査地域から得られたλm一

助伽m肋πaff．me∬砺喜とλ．aff．桝。チm8の意義につ

いては明確なことは言えたいが，、DK群集帯の中での上

位層準であることを示す可能性があると思われる．上位

層準へと調査を拡大し，λm助伽m励κaff．mes5蜥慨

よびλ．aff．秒2oオm∫の形態および個体数の変化を明らか

にすることにより，DK群集帯内でのより詳細な対比が

可能とたることが予想される．また，同じくDK群集

帯に属すると推測される，道後平野北方の和泉層群と道

後平野南方の和泉層群の層序関係を明らかにする手がか

りとたるであろう1
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表1 放散虫化石リスト

Locality

1　2
3 4 5 6

Specificname

〃m切m8momψWhite X

λ、　　　mmゆ砂4Pessagno X

λ、　　sp。 X × X

■4mク免幼ツm吻比aff．色物e55砺互Foreman X

λ．　　　　　5foc肋Campbe11＆C1ark　　　　　× × ×

λ．　　　　　aff．似。燃Foreman ×

■4．　　spP．　　　　　xx
X × X X

■4〃尻αeo励。妙。mκm　aff．5gm伽αあ。κPessagno ×

λ．　　　　　　　　　　　　　spP．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　　　× 蛙 ．X ×

λm免mo功。m8助mmmmαmde附。〃Pessagno X

■4．　　　　　　　　　　　　　　免mηタPessagno　　　　　　　　× × X ×

λ．　　　　　　　　　　　　5〃〃m4Pessagno　　　　　　　× × X

λ．　　　　　spP．　　　　　　× × ×

C7mc2〃α　cfl　e功αれ。em8ゐ　Pessagno X

σ　　sp． X

〃αωm肋。oψ5αom肋αDumitrica ×

D．　　　sp． × ×

〃瑚。m古物6m55c05句切Pessagno X

D．　　　　肋。δecタmω物肋Foreman X

D．　　　　　cf．δmdec古mc05肋勉Foreman X X

刀．　　　　尾。曲me　Foreman X × ×

刀．　　　　cf1尾。s’mm　Foreman X

ユ）．　　　　　　m〃売。05切切　Zittel X × ×

n　　　　　肋m　Campbe11＆CIark X × X

n　　　　　cf．肋m　Campbe11＆C1ark ×

n　．　spP・　　　　　　　　　x　x × × × X

〃肋加mαsp． X

M物sp． ×

0γ硯醐蜥。κmαmm紛彦〃。m5兆Pessagno X

0。　　　　　　　砂αcαθn∫必Pessagno X

σ　　　spP．　　　　　　　x X X

Pme5奴。功尻mm此伽棚αCampbell＆Clark　　　　　　x

P　　　　sp． X X

Pm切mmαsp． ×

一Ps召mdoα〃ψ此αα偲刀。m5色n5兆Pessagno X

P　　　　spP． × X X

8抄。mgo挑舳sp． ×

S抄0mgo彬φ㈱吻。mmo醐5ゐCampbe11＆C1班k X

∫　　　sp． ×

醐。伽m加州m棚。∫Foreman X X

S　　　　　mmがForeman　　　　　　　　　　　　　　x X X

∫　　　cf．cαm伽Foreman　　　　　x
S．　　　oo幼sαF⑪Temn X

S　　　　　cf．ωmが”Foreman　　　　　　　　　　　　× X

∫　　spP．　　　　　　　　x X X

mωωmφeα肋mom励∫必Campbe11＆Clark　　　　　　x

T　　sp． X

ユ0
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図　版　説　明

図版I

　　スケールは100μm・A：17；B：2－5，7－16；C　1，6，

　　1：λm肋eo励。妙。m伽αsp．Loc－3．

　　2：〃め。m伽αmm肋ω∫枷αZitte1．Loc．3

　　3　：■酬。妙。mκm　dem∫ク。o∫切切Pessagno．Loc－6．

　　4：〃め。m〃m尾05王。〃m　Foreman．Loc，3，

　　5：〃吻。m伽α島05王。me　Foreman，Loc，5，

　　6：〃吻。m伽α尾05王。me　Foreman，Loc，6．

　　7：〃吻。m伽α尾。∫2ome　Foreman．Loc，3，

　　8：”め。m伽αcf．左05王。砂m　Foreman．Loc．4．

　　9：〃吻。m伽α肋m　Campbeu＆C1ark．Loc．3．

　　10：λmψ〃カッm6ακsp．Loc．1．

　　11：λm助φツ〃伽aff．切。古m5Foreman．Loc．5．

　　12：λm助伽m6伽aff．me∫8蜥毒Foreman．Loc．6．

　　13：λmφ”カッm6ακsp．Loc，3．

　　14：λm〃伽〃伽∫サ。c肋Campbe11＆C1ark．Loc．1．

　　ユ5：醐。尻。m伽αcomがαForeman．Loc．5．

　　16：丁尻eocαmφe　sp．Loc16．

　　17：Sチ肋。m伽αα8ツmろαホ。∫Foreman．Loc－5－

　　18：S脆ゐ。m伽αcαmがForeman．Loc，2．

　　19：S〃。ゐ。m〃m　cαmがForeman，Loc．6。

18；D　19．

図版■

　　スケールは100μm・A：6，7，9，13；B：5，8，11，12，

　　1：Pm切mmαsp．Loc．6．

　　2　：Sあ肋。m”mα∫ツmろαあ∫Foreman．Loc．3，

　　3　：D4αcαn肋。oαψ8αsp．Loc．5．

　　4：丁加㏄αmφeα肋mo切m∫ゐCampbe11＆C1ark．Loc，2．

　　5：”4m”m　m伽ゆ佃4Pessagno．Loc．6．

　　6　：P∫m∂oα〃ψ尻mm∫刀。m∫em∫4∫Pessagno．Loc．3．

　　7　：Psemdoα”oψ乃αm∫sp，Loc．5．

　　8：”emm8αno〃α火White．Loc．3．

　　9　：07〃。〃物7mαsp．Loc，5．

　　10＝PmeめJo∫〃mm肋8切チαCampbe11＆C1ark．Loc．2．

　　11：λ〃肋eo功。m8oψmmmm肋砂Pessagno．Loc，3．

　　12：λm肋eo功。m8oψmmmαm∂mso〃Pessagno．Loc．6．

　　13：ノレ。ゐαeo功。m8oψmm脇m∫α’mm4Pessagno．Loc．5．

　　14：Cmce〃αcf．e功mま。m∫主∫Pessagno．Loc，6．

　　15＝0π〃。〃重狗γmα砂αcαm∫応Pessagno．Loc，6，

　16：Cκmce”αsp．Loc．3．

ユ4－16；C　ユー4，10
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図版I
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図版皿
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